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自宅近くへのバス停の設置

自宅近く以外の場所へのバス停の設置

利用しやすい時間帯のバスの運行

バス停に隣接する駐輪場の整備・改良

バス停に隣接する駐車場の整備・改良

デマンド型交通「かいのり」の導入

駅での電車等他の交通機関への乗継時間の短縮

インターネット経路検索サービス等、情報提供の充実

運賃の低減

バス停や待合環境（待合室、ベンチ、購買施設等）の整備

その他

改善は必要ない

32%

66%

2%

甲斐市地域公共交通計画 概要版

甲斐市は山梨県の北西部に位置し、市北部は丘陵及び山間地域、南部は
釜無川左岸の平地が広がっています。
北部山間地域の人口は少なく、南部の特に鉄道駅周辺に人口が集中して

いますが、今後は人口減少が予想され、少子高齢化が進展する見込みです。

▲人口総数の分布
(令和２年国勢調査人口より)

▲人口推移
（第３次甲斐市総合計画より）

甲斐市の公共交通ネットワークは、
鉄道、路線バス、甲斐市民バス、タ
クシーで形成されています。市内外
の移動を鉄道と路線バスが主に担い、
ＪＲ中央本線が南東から北西へ貫い
ています。路線バスは甲府駅を中心
に放射状に形成され、市を東西に横
断しており、それを補完する形で６
系統８路線の市民バスを運行してい
ます。また、４社のタクシー事業所
が立地しています。

▲地域公共交通ネットワークの現況

１ 地勢・人口

２ 地域公共交通ネットワーク

３ 地域公共交通における現状・課題

(1)少子高齢化による
地域公共交通需要増加への対応

(2) 市民ニーズに応じた
地域公共交通サービスの提供

(3) 自家用車への依存 (4) 甲斐市民バスの収入の確保

(5) 地域公共交通の周知、情報発信

今後の少子高齢化や免許返納意向
から、交通手段の確保と地域公共
交通需要への対応が求められます。

ＡＩオンデマンド交通「かいの
り」等の事業の認知度は低く、事
業の周知が十分ではありません。
行政のみならず市民や事業者と協
力を図りながら、時代に即した情
報発信に取り組む必要があります。

市民ニーズを踏まえ、持続可能な地
域公共交通サービスの提供と利用促
進に取り組む必要があります。

自家用車から地域公共交通への転
換を促し、将来にわたり地域公共
交通を維持する必要があります。

地域公共交通の運営経費の増加が見
込まれるため、引き続き市民バスの
維持に向けた収入の確保が必要です。

▲自家用車の運転継続意向 ▲必要だと思う甲斐市民バスの改善

▲直近１か月の主な移動手段
▲甲斐市民バスの運行経費・

運賃収入・事業収支率

▲「かいのり」の認知度

「かいのり」を知っている

「かいのり」を知らない

無回答
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（人） 甲斐市 目標人口シミュレーション

住民基本台帳人口

令和５（2023）年社人研推計準拠（住民基本台帳ベース）

平成27（2015）年甲斐市人口ビジョン

甲斐市目標人口（住民基本台帳ベース）

12%

48%9%

24%

7%
近い将来（5年以内くらい）には運転を

やめたい

当面運転を続けるが、将来的には運

転をやめたい

運転免許証の返納支援制度が充実す

れば、免許証を返納し運転をやめたい

自家用車の運転を続けたい

自家用車を持っていない
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基本方針及び目標を定めて課題解決に取り組みます。

５ 基本方針・目標

６ 目標・評価指標

指標 現状値 目標値

地
域
公
共

交
通
の

カ
バ
ー
圏
域

地域公共交通の
人口カバー率

73.1% 90%以上

地
域
公
共
交
通

利
用
者
数

甲斐市民バスの
利用者数

30,739人 40,000人
以上

JR竜王駅、塩崎
駅の乗車人員

1,211,800人 現状値
以上

市内を運行する
路線バスの
利用者数

1,347,102人

目標を達成するため各事業に取り組みます。また、事業の達成状況を評価
するための指標を設定します。

目標① 利便性の高い公共交通サービスの提供

目標② 持続可能な公共交通体系の実現

目標③ 事業者・行政・市民が一体となった実施体制の構築

指標 現状値 目標値

事
業

収
支
率

甲斐市民バス
事業収支率

15.0% 15.9%
以上

連
携
事
業
者
数

甲斐市民バス
応援事業への
連携事業者数

10 15以上

甲斐市民バス等への
広告掲載事業者数

0 5以上

指標 現状値 目標値

事
業
者
・行
政
・市
民
が

連
携
・協
働
す
る

取
り
組
み
数

地域公共交通の利用
促進に向けたイベント
やキャンペーンの
実施回数

0 5以上

地域が担い手となる
移動サービスの導入
地域数

0 1以上

各公共交通が連携した公共交通ネットワークの形成を目指します。

４ 地域公共交通の役割と位置づけ

▲課題解決の方向性・基本方針・目標

▲各公共交通が担う位置づけ

方向性①
誰でも利用しやすい
公共交通サービスの
提供

方向性②
公共交通の維持と
利用促進

課題解決の方向性 基本方針 目標

方針①
市民が利用しやすい
公共交通体系の構築

方針②
事業者、行政、市民の
共創による持続可能な
公共交通の構築

目標①
利便性の高い公共交通
サービスの提供

目標②
持続可能な公共交通
体系の実現

目標③
事業者・行政・市民
が一体となった
実施体制の構築

ニーズに応じた公共交通サービスの提供

（1）持続可能な公共交通ネットワークの再編

（2）近隣自治体、県との連携

（4）対話とデータに基づいた見直し

（3）地域輸送資源との連携

ゼロカーボンシティへの貢献

デジタル技術を活用した公共交通サービスの導入

（1）EV車両の導入

（3）MaaSの導入検討

（2）自動運転移動サービスの社会実装・事業化

（1）AIオンデマンド交通「かいのり」の導入

利用促進策の実施

財源の確保

（1）イベント・キャンペーンの実施

（2）広報・周知活動の強化

（1）料金体系の見直し

（2）新たな収入の確保

（3）モビリティマネジメントの検討、実施

▲地域公共交通の将来像
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